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第４１号

「守備では一球一球に集中し、ミスを少なくできた。取り組んできた成果が出た。」

「ケガで弱気だった自分が、味方の声援で強気で振れた。」

「声と気持ちで負けたくなかった。」

「１５人のメンバーが一人も欠けずに野球ができたことが一番の思い出です。」

「３年間やってきたことを最後に出し切れた。」

「どんなときも励まし合える最高のチームでプレーできた。」

「少しでも長くみんなと野球がしたかった。」

「３年は二人だけ。後輩がつないだ好機に感謝。」

「悔しいけど、自分たちがやってきたことは全部出し切れた。楽しかったです。」

「自分たちの最大限の力は出せたので、悔いはない。」

「球場の熱気の中、仲間と声をかけ合って、今までで一番楽しめた。」

上の言葉は、７日に開幕した『第９５回全国高校野球選手権愛知県大会』で敗退してしまっ

たチームの選手の言葉です。また裏に２つの新聞記事を紹介しました。先生は、この言葉・記

事を読んでいて、思わず胸にこみ上げてくるものがありました。３年間、一生懸命頑張ってき

た人の言葉・姿だからこそ、読んでいる人の心を打つのでしょう。

いよいよ３年生にとっては最後の大会となる中総体が今週末から本

格的に開幕します。先輩たちの言葉・姿から、あなたたちは何を感じ、

どんなことを学ぶでしょうか。もっと言えば、２年後にどんな言葉を

発し、後輩たちにどんな姿を見せることができるでしょうか。今でき

ることに全力で取り組むと共に、２年後を見据えた取り組みをしてい

くことも大切です。

【保護者の皆さんへ】
お忙しい中、また暑い中、三者懇談のために足を運んでいただき、ありがとうございました。

限られた時間ではありましたが、お子さんの学校での様子・今後に向けての課題などについて

お話をさせていただきました。またご家庭での様子についても伺

うことができ、今後に向けてとても有意義な時間を過ごすことが

できました。これからも何かお気づきの点やご心配な点等があり

ましたら、お気軽に担任・学年にご連絡ください。これからも保

護者の方と共に、子どもたちの成長を見守っていきたいと思いま

す。今後ともよろしくお願いします。
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